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1. まえがきまえがきまえがきまえがき

阪神高速道路公団において，少数主桁・プレキャ

スト床版を用いて逐次ジャッキアップ・ダウン工法

によりランプ入路が建設された．

同工法ではプレキャスト床版に導入される軸力

の経年的低減が懸念された．そこで，床版軸力等の

経年変化を導入後約３年間にわたり計測し，検討を

行った．

2. 調査概要調査概要調査概要調査概要

対象橋梁は，図１図１図１図１に示したような６径間連続の非合成

鋼鈑桁橋で，２主桁の少主桁ランプ橋である．プレキャ

ストＰＣ床版架設時のプレストレス導入の手法として逐

次ジャッキアップダウン工法が採用された１）２）３）．

本橋のプレキャストＰＣ床版はすでに製作後約 1,100

日，プレストレス導入後約 1,000日を経過している．調

査は，連続径間の内，端径間（P2-3断面）と第二径間（P3-4

断面）および中間支点上（P3断面）の３断面で，

各々床版内部および主桁上下フランジ応力の測定

を行った．

3. プレストレスの経年変化測定結果プレストレスの経年変化測定結果プレストレスの経年変化測定結果プレストレスの経年変化測定結果

プレキャストＰＣ床版にプレストレス（軸力）

を最終導入した時点（初期値）における床版内部

応力の分布を図２図２図２図２に設計値と比較して示した．次

に，逐次ジャッキアップダウンによるプレキャス

トＰＣ床版へのプレストレス導入量の経年変化に

ついて，最終ジャッキダウン後の測定を基準とし

た測定ひずみの経年変化状況と床版コンクリート

の乾燥収縮量の計算値（εcs(t,t0)=εs0･βs(t-t0)，

βs(t)：材令，εs0：環境変数 25×10-5）４）とを比較

して図３図３図３図３に示した．なお，床版コンクリート内部の

実測ひずみは，温度変化による熱膨張成分を除去するために，測定温度差にコンクリートの線膨張係数を乗

じて算出・補正を行った．

図２図２図２図２に示したように，床版内部のプレストレスの初期導入（●）は，ほぼ設計値と一致しており，ジャッ

キアップ・ダウンで発生するプレキャスト床版および鋼主桁の応力は許容応力３）を十分満足するものであっ

た．

キーワード：少主桁橋，プレキャストＰＣ床版，ジャッキアップダウン，プレストレス

連絡先：〒532‐0002  大阪市淀川区東三国５‐５‐２８   TEL06-6350-6132    FAX06-6350-6140
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図３図３図３図３を見ると，初期値から今年度測定

値までの床版内部ひずみの変化では，各

断面ともに圧縮側に移動している．追跡

１年目までは急激に圧縮側に変化してい

るが，以降の変化では傾きが緩やかにな

っていることが分かる．この床版内部応

力の変化は，乾燥収縮量の変化とほぼ一

致しており，クリープやリラクゼーショ

ンによる軸力の減少は少ないものと考え

られる．また，本橋は非合成桁であるが，

図４図４図４図４に示したように，載荷試験における

床版内部および主桁の応力勾配・中立軸

の位置を見ても供用開始後も経年的な変

化は認められず，床版内部と主桁の応力

分布から平面保持の仮定が成立しており，

本橋は合成桁として作用していることが

確認された．

4. まとめまとめまとめまとめ

当該橋梁を対象とした逐次ジャッキア

ップダウン工法によるプレキャストＰＣ

床版連続桁橋設計時の解析検証，供試体

模型桁による応力計測結果における実験

検証，架設時の現場管理計測（モニタリ

ング）における現場検証によって系の安

全性の確認が行われた．さらに，図３図３図３図３の

追跡結果をもってプレキャストＰＣ床版

製作後 1,100日を経過した時点において

導入プレストレスが保持されていること

が確認された．

以下に逐次ジャッキアップ・ダウン工

法によるプレストレス導入に関する調査で得られたこれまでの知見をまとめる．①①①①ジャッキアップ・ダウン

時の断面力によって発生する床版ならびに鋼主桁の応力が許容値以内であることが確認され，系の安全性が

確認された．②②②②床版内部と主桁の応力分布から平面保持の仮定が成立しており，本橋は合成桁として作用し

ていることが経年的に確認された．③③③③床版内部に導入されたプレストレスは，導入後 1,000日を経過した時

点においてもクリープやリラクゼーションによる床版内部応力の低下は認められなかった．

本橋梁においては，プレストレスの追跡調査の他に，橋梁の伸縮，路面凹凸，接合部の開口変位，主桁お

よび支承変位など様々な定期計測を実施している．今後これらのデータを採取しながら，橋梁のライフサイ

クル・マネジメント，ＢＭＳへの的確な適用を考慮しつつ引き続き検討を重ねていくものである．
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